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A coming of
   age ceremony

令
和
8
年
越
前
町
は
た
ち
の
つ
ど
い

夢
と
希
望
を
胸
に

笑
顔
の
門
出

　
１
月

　
１
月
1111
日
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会

日
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会

館
で
、
令
和
８
年
越
前
町
は
た
ち
の
つ
ど

館
で
、
令
和
８
年
越
前
町
は
た
ち
の
つ
ど

い
が
開
か
れ
ま
し
た
。

い
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
あ
で
や
か
な
振
袖
や
真
新

　
会
場
に
は
、
あ
で
や
か
な
振
袖
や
真
新

し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
二
十
歳
の
み

し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
二
十
歳
の
み

な
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。
友
人
と
の
再

な
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。
友
人
と
の
再

会
を
喜
び
、
一
緒
に
写
真
を
撮
り
、
思
い

会
を
喜
び
、
一
緒
に
写
真
を
撮
り
、
思
い

出
話
で
盛
り
上
が
る
姿
が
各
所
で
み
ら
れ

出
話
で
盛
り
上
が
る
姿
が
各
所
で
み
ら
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
髙
田
町
長
か
ら
の
式
辞
、

　

式
典
で
は
、
髙
田
町
長
か
ら
の
式
辞
、

藤
野
町
議
会
議
長
、
滝
波
参
議
院
議
員
、

藤
野
町
議
会
議
長
、
滝
波
参
議
院
議
員
、

時
田
県
議
会
議
員
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い

時
田
県
議
会
議
員
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
後
、
村
木
重
陽
さ
ん
と
青
山
美
冬
さ
ん

た
後
、
村
木
重
陽
さ
ん
と
青
山
美
冬
さ
ん

が
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

が
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
中
学
卒
業
時
の
恩
師
か
ら
の

　
今
年
は
、
中
学
卒
業
時
の
恩
師
か
ら
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
り
会
場
は
大
い

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
り
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
越
前
町
の
未
来
を
担
っ
て
い
く
み
な
さ

　
越
前
町
の
未
来
を
担
っ
て
い
く
み
な
さ

ん
の
こ
れ
か
ら
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し

ん
の
こ
れ
か
ら
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

朝
日
地
区

朝
日
地
区

織
田
地
区

織
田
地
区

宮
崎
地
区

宮
崎
地
区

越
前
地
区

越
前
地
区

▲誓いのことばを述べる
　村木重陽さんと青山美冬さん

希望に満ちあふれた
20歳のみなさん
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12
月
1
日
、
所
沢
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
埼

玉
県
）
で
開
か
れ
た
、
第
35
回
日
本
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会（
打
楽
器
部
門：

高
校
生
の
部
）
で
、
小
川 

葵
さ
ん
（
武
生
高
校

3
年
）
が
見
事
5
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

小
川
さ
ん
は
、
ふ
く
だ
な
る
み
氏
に
師
事
し
、

ま
り
ん
ば
み
ゅ
ー
じ
っ
く
ぱ
ー
て
ぃ
ー
！
に
所

属
し
て
お
り
、
今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
「
高
校

生
最
後
の
年
に
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
て
大
変

う
れ
し
く
、
ま
た
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
先

生
や
支
え
て
く
れ
る
家
族
そ
し
て
ま
わ
り
の
み

な
さ
ん
に
感
謝
し
、
音
楽
や
マ
リ
ン
バ
の
良
さ

を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
、
笑
顔
に
で
き
る
よ

う
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。」
と

喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

第
35
回
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会（
打
楽
器
部
門
）5
位
入
賞
！

▲全国大会5位入賞の 小川 葵さん

　
12
月
22
日
、
水
仙
ラ
ン
ド
で
常
陸
宮
家
へ
献

上
す
る
水
仙
の
発
送
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
2
年
度
か
ら
、
越
前
海
岸
3
市
町
が
毎

年
持
ち
回
り
で
越
前
水
仙
を
献
上
し
て
お
り
、

今
年
度
は
越
前
町
が
献
上
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

髙
田
町
長
や
来
賓
の
み
な
さ
ん
が
、
水
仙

の
選
別
・
箱
詰
め
を
行
い
ま
し
た
。
23
日
に

は
、
髙
田
町
長
が
常
陸
宮
家
を
訪
れ
、
切
り
花

１
５
０
本
、
越
前
水
仙
を
寄
せ
植
え
し
た
越
前

焼
1
鉢
、プ
ラ
ン
タ
ー
6
個
を
献
上
し
ま
し
た
。

令
和
7
年
度 

第
36
回
常
陸
宮
家
越
前
水
仙
献
上
発
送
式

▲式典の様子▲祭典の様子

　

12
月
20
～
24
日
、
岐
阜
県
川
崎
重
工
ホ
ッ

ケ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
と
岐
阜
各
務
野
高
等
学
校

ホ
ッ
ケ
ー
場
で
、
第
57
回
全
国
高
等
学
校
選
抜

ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
本
大
会
に

は
、
全
国
各
地
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
勝
ち
抜

い
て
き
た
男
女
各
24
チ
ー
ム
が
集
ま
り
、
町
か

ら
は
、
丹
生
高
校
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
男
女
と
も
に

出
場
し
、
決
勝
戦
ま
で
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　
女
子
チ
ー
ム
は
、
決
勝
戦
で
岐
阜
各
務
野
高

校
と
対
戦
し
、
同
点
の
ま
ま
試
合
終
了
間
際
を

迎
え
ま
し
た
が
、
土
壇
場
で
最
後
の
シ
ュ
ー
ト

が
決
ま
り
、
2
対
1
で
見
事
勝
利
し
、
女
子
大

会
史
上
初
の
4
年
連
続
8
度
目
の
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
併
せ
て
、
高
校
3
冠
を
達
成
し

ま
し
た
。

　
男
子
チ
ー
ム
は
、
決
勝
戦
で
八
頭
高
校
と
対

戦
し
、
白
熱
し
た
接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
最

後
ま
で
リ
ー
ド
を
守
り
切
り
、
2
対
1
で
見
事

勝
利
し
、
12
年
ぶ
り
3
回
目
の
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

大
会
成
績

女
子
の
部
優
勝　
丹
生
高
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

　
2
回
戦　
丹
生　
13
－
０　
伊
万
里
実
業（
佐
賀
）

　
準
々
決
勝　
丹
生　
３
－
０　
天
理
（
奈
良
）

　
準
決
勝　
丹
生　
３
－
０　
石
動
（
富
山
）

　
決
　
勝　
丹
生　
２
－
１　
岐
阜
各
務
野

男
子
の
部
優
勝　
丹
生
高
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

　
2
回
戦　
丹
生　
５
－
０　
広
島
山
陽
学
園

　
準
々
決
勝　
丹
生　
３
－
１　
今
市
（
栃
木
）

　
準
決
勝　
丹
生　
２
－
１　
沼
宮
内（
岩
手
）

　
決
　
勝　
丹
生　
２
－
１　
八
頭
（
鳥
取
）

第
57
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

丹
生
高
校
男
女
優
勝

▲優勝した丹生高校女子ホッケー部のみなさん▲優勝した丹生高校男子ホッケー部のみなさん

　

11
月
29
日
・
30
日
、
京
都
府
の
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
み
ず
ほ
ホ
ッ
ケ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
Ｕ
12

ホ
ッ
ケ
ー
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
が
開
か
れ
ま
し

た
。
町
か
ら
は
、
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
選
考
を
突

破
し
た
12
人
が
参
加
し
、
う
ち
8
人
が
優
秀
選

手
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
選
手
は
、

2
月
28
日
・
3
月
1
日
に
、
東
京
都
で
開
か
れ

る
Ｕ
12
ホ
ッ
ケ
ー
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
に
出
場
し

ま
す
。

優
秀
選
手

男　
子　
桑
原
羽
玖　
松
田
大
靖　
明
城
朝
日

女　
子　
渡
邉
姫
歩　
笠
原
彩
加　
上
野
和
花

　
　
　
　
内
藤
は
る　
齋
藤
妃
那

Ｕ
12
ホ
ッ
ケ
ー
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
優
秀
選
手
選
出

▲ U12ドリームキャンプに参加した選手のみなさん

　
12
月
6
日
・
7
日
、
第
6
回
く
ら
寿
司
・
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
２
０
２
５ 

第
19
回
学
童
軟
式
野
球

全
国
大
会
が
東
京
都
の
明
治
神
宮
野
球
場
で
開

か
れ
、
全
国
各
地
区
代
表
14
チ
ー
ム
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
町
内
か
ら
は
越
前
ニ
ュ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
北
信
越
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
初
戦
で
は
、
沖
縄
県
代
表
の
世
名
城
ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
に
3
対
1
で
勝
利
し
ま
し
た
。
続
く
準

決
勝
で
は
、
東
海
代
表
の
名
古
屋
ド
ジ
ャ
ー
ス

に
惜
し
く
も
1
対
3
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
選
手

た
ち
の
熱
い
思
い
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
実
を
結

び
、
見
事
、
全
国
大
会
で
３
位
入
賞
と
い
う

素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
第
3
位　
越
前
ニ
ュ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
6
回
く
ら
寿
司
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
０
２
５

第
19
回
学
童
軟
式
野
球
全
国
大
会 

3
位
入
賞

▲3位入賞した越前ニューヒーローズスポーツ少年団のみなさん

　

10
月
26
日
、
福
井
県
営
体
育
館
で
第
23
回

オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
北
信
越
空
手
道
選
手

権
大
会
が
開
か
れ
、
３
０
０
人
を
超
え
る
選
手

た
ち
が
試
合
に
参
加
し
ま
し
た
。　
　

　
町
内
か
ら
は
、世
継
晃
琉
選
手（
朝
日
小
2
年
）

と
世
継
陽
真
選
手
（
同
小
6
年
）
が
そ
れ
ぞ
れ
、

小
学
2
年
男
子
の
部
、
小
学
６
年
男
子
の
部
に

出
場
し
、
見
事
、
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
両
選
手
は
、
2
月
23
日
に
大
阪
府

岸
和
田
市
総
合
体
育
館
で
開
か
れ
る
、
第
3
回

IBKA
 A

LL Japan C
H

A
LLEN

G
E C

U
P

決
勝
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

大
会
結
果　
小
学
2
年
男
子
の
部

　
優　
勝　
世
継　
晃
琉
（
柳
生
道
場
）

第
3
回
Ｉ
Ｂ
Ｋ
Ａ 

Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ

決
勝
大
会　
出
場

▲優勝した世継陽真選手（左）と世継晃琉選手（右）

小
学
6
年
男
子
の
部

　
優　
勝　
世
継　
陽
真
（
柳
生
道
場
）

　
1
月
10
日
、
劒
神
社
で
交
通
安
全
祈
願
祭
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祈
願
祭
は
、
今
年
一
年
の
無
事
故
を

願
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
髙
田
町
長
を
は
じ

め
、
鯖
江
警
察
署
長
、
町
交
通
指
導
員
会
、
鯖

江
交
通
安
全
協
会
町
内
各
分
会
の
み
な
さ
ん
が

参
列
し
ま
し
た
。

　

町
交
通
指
導
員
会
の
井
上
会
長
は
、「
本
年

も
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
心
に
響
く
交
通
安
全

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
今
年
も
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

安
全
運
転
の
徹
底
を
呼
び
か
け
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
事
故
の
な
い
町
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。 越

前
町
交
通
安
全
祈
願
祭
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11
月
13
・
14
日
、
長
野
県
で
第
66
回
全
国
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会
が
開
か
れ
、
全

国
各
地
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
一
堂
に
集
ま

り
、
町
か
ら
も
4
人
の
推
進
委
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
協
議
会
で
は
、
パ
リ
五
輪
柔
道
女
子
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
出
口
ク
リ
ス
タ
選
手
に
よ
る
基
調
講

演
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
環
境
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
な
ど
が
開
か
れ
、
多
く
の
貴
重
な
学

び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合
表
彰

式
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

活
動
の
功
労
者
と
し
て
、
町
か
ら
は
渡
辺
求
委

員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

第
66
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会
長
野
大
会

▲全国スポーツ推進委員研究協議会に参加した推進委員のみなさん

　
12
月
６・７
日
、
ふ
く
い
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
と
織
田
小
学
校
体
育
館
で
、「
わ
く
わ
く
ス

ク
ー
ル・ド
ッ
ジ
ビ
ー
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
1
日
目
は
ゲ
ー
ム
大
会
、
ク
ラ
フ
ト
、
ケ
ー

キ
作
り
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
、
日
頃
は
体
験
で
き
な
い
活
動
に
生
き
生
き

と
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
た
中
高
生
の
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
は
、
何
度
も
打
合
せ
を
重
ね
て
当

日
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
し
っ

か
り
と
果
た
し
、
み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
た

こ
と
が
大
き
な
自
信
と
な
り
ま
し
た
。

　
2
日
目
の
ド
ッ
ジ
ビ
ー
大
会
で
は
、
チ
ー
ム

で
作
戦
を
立
て
な
が
ら
思
い
切
り
体
を
動
か
し

ま
し
た
。最
後
は
お
菓
子
ま
き
で
盛
り
上
が
り
、

袋
い
っ
ぱ
い
の
お
土
産
を
手
に
、
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
ス
ク
ー
ル
・
ド
ッ
ジ
ビ
ー
大
会

越
前
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

▲ケーキ作りの様子

　
1
月
11
日
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
で

行
わ
れ
た
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
で
、
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
委
員
が
若
者
の
選
挙
へ
の
関

心
を
高
め
る
た
め
、
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま

し
た
。

　
受
け
取
っ
た
若
者
た
ち
は
「
自
分
た
ち
の
こ

れ
か
ら
の
た
め
に
、
ま
た
将
来
家
族
を
持
っ
た

時
に
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
選
挙
で
意
思
表

示
す
べ
き
だ
と
思
う
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

※
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
啓
発
活
動
の

ほ
か
に
研
修
会
や
選
挙
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の

選
考
な
ど
を
通
し
て
、
明
る
く
ク
リ
ー
ン
な

選
挙
の
推
進
と
政
治
や
選
挙
へ
の
関
心
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

明
る
い
選
挙
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た

▲啓発活動の様子

　
1
月
5
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

～「
小
さ
な
親
切
」
運
動
～
越
前
町
小
・
中
学
生

作
文
発
表
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
42
点
の
応
募
が
あ

り
、
当
日
は
そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
5
人
が
、

自
ら
の
体
験
で
感
じ
た
こ
と
や
両
親
へ
の
感
謝

の
思
い
な
ど
、
一
生
懸
命
に
書
き
上
げ
た
作
文

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
心
を
込
め
て
発
表
す
る
姿
は
と
て
も
清
々
し

く
、
そ
の
内
容
と
と
も
に
会
場
に
大
き
な
共
感

を
呼
び
ま
し
た
。

～「
小
さ
な
親
切
」運
動
～
越
前
町
小
中
学
生
作
文
発
表
会
が

開
か
れ
ま
し
た

▲発表の様子

▲全国特別賞　織田中学校

▲表彰されたみなさん

　
1
月
6
日
、
福
井
春
山
合
同
庁
舎
で
第
75
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
町
か
ら
は
5
人
が
入
賞
し

ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
日
頃
の
家
庭

生
活
や
学
校
生
活
で
体
験
し
た
こ
と
を
も
と

に
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
作
文
に

す
る
こ
と
で
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
優
秀
賞　
福
井
県
推
進
委
員
会
委
員
長
賞

　
久
守　
瑠
唯
さ
ん　
（
織
田
中
2
年
）

優
秀
賞　
　
福
井
県
保
護
司
会
連
合
会
長
賞

　
竹
内　
蓮
さ
ん　
　
（
朝
日
小
6
年
）

　
吉
田　
來
稚
さ
ん　
（
朝
日
中
２
年
）

優
秀
賞　
　
福
井
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞

　
佐
々
木　
花
さ
ん　
（
織
田
中
2
年
）

優
秀
賞　
　
福
井
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長
賞

　
松
田　
大
靖
さ
ん　
（
朝
日
小
6
年
）

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」福
井
県
推
進
委
員
会

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

　
12
月
26
日
、
法
務
省
で
第
75
回
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
全
国
の
中
学
校
部
門
で
、
織
田
中
学
校

が
特
別
賞
（
丸
善
ま
な
び
の
つ
な
が
り
賞
）
を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
本
年
度
か
ら
新

設
さ
れ
、
本
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
す
る
中

学
校
の
う
ち
、
特
に
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
生
徒
に
対
し
更
生
保
護
を
学

ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
る
功
績
が
た
た
え
ら

れ
、
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
賞（
丸
善
ま
な
び
の
つ
な
が
り
賞
）

　
越
前
町
立
織
田
中
学
校

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」作
文
コ
ン
テ
ス
ト

学
校
部
門
特
別
賞

　
越
前
町
観
光
連
盟
で
は
、
町
内
に
来
ら
れ
る

観
光
客
や
町
民
を
対
象
と
し
て
、
公
共
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
「
越
前
ラ
イ
ド
」
の
運
行
を
行
っ
て
い

ま
す
。

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
は

　

公
共
交
通
機
関
が
少
な
い
「
空
白
地
問
題
」

を
解
消
す
る
た
め
に
町
や
非
営
利
団
体
な
ど
が

運
行
す
る
交
通
手
段
で
す
。

越
前
ラ
イ
ド
の
ご
案
内

　
越
前
ラ
イ
ド
は
、
タ
ク
シ
ー
に
近
く
、
講
習

を
受
け
た
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
が
地
域
の
足
と
し

て
利
用
者
を
送
迎
し
ま
す
。

料　
金

基
本
料
金　
５
０
０
円

追
加
料
金　
1
キ
ロ
を
超
え
る
ご
と
に
３
０
０
円

（
例
え
ば
、
10.

5
キ
ロ
乗
る
と
3
千
５
０
０
円
）

　
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
制
度
上
、
タ
ク
シ
ー

料
金
の
8
割
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

運
行
区
域

乗
車
場
所　

越
前
町
観
光
連
盟
の
会
員
施
設

（
宿
、
食
事
処
な
ど
）
ま
た
は
町

内
公
共
施
設

降
車
場
所　
町
内
は
ど
こ
で
も

	

町
外
は
、
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
を
北
端
、

Ｊ
Ｒ
敦
賀
駅
を
南
端
、
北
陸
新
幹

線
の
線
路
を
東
端
と
し
て
囲
ま
れ

た
範
囲
内
の
駅
、
観
光
施
設
、
公

共
施
設
、
医
療
施
設
な
ど

詳
し
く
は
お
申
し
込
み
時
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法

　
越
前
町
観
光
連
盟
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
車
両
と
ド
ラ
イ
バ
ー
に
空
き
が
あ
れ

ば
、
当
日
の
運
行
も
可
能
で
す
。

問
合
せ
先　
（
一
社
）越
前
町
観
光
連
盟

　
　
　
　
　
☎
３
７-

１
２
３
４

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア「
越
前
ラ
イ
ド
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

▲ライドシェア車両（９人まで乗れます） ▲このマークが車両の目印です

広報 えちぜん 6広報 えちぜん7 令和 ８ 年 ２ 月号令和 ８ 年 ２ 月号

えちぜんまちの話題をお届けします!



　
物
価
高
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
子
育
て

世
帯
に
対
し
、
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
児
童

①
令
和
7
年
9
月
分
の
児
童
手
当
支
給
対
象
児

童（
令
和
7
年
9
月
に
出
生
し
た
児
童
を
含

む
）

②
令
和
7
年
10
月
1
日
～
令
和
8
年
3
月
31
日

に
生
ま
れ
た
児
童

支
給
対
象
者

・
右
記
①
の
児
童
手
当
受
給
者

・
右
記
②
の
児
童
の
認
定
請
求
者

支
給
手
続
き

　
令
和
7
年
9
月
分
の
児
童
手
当
を
受
給
し
た

人
と
、
令
和
7
年
10
月
1
日
以
降
に
お
子
さ
ん

が
生
ま
れ
、
既
に
児
童
手
当
の
手
続
き
が
終

わ
っ
て
い
る
人
は
、
申
請
不
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
左
記
の
人
は
2
月
6
日
ま
で
に
、

子
ど
も
未
来
課
の
窓
口
へ
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
公
務
員

・
令
和
８
年
１
月
中
に
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ

た
保
護
者

・
令
和
７
年
10
月
1
日
以
降
に
離
婚
（
離
婚

調
停
中
等
も
含
む
）
に
よ
り
児
童
手
当
の
申

請
が
必
要
に
な
っ
た
保
護
者

　
令
和
8
年
1
月
以
降
に
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ

た
保
護
者
は
出
生
の
お
手
続
き
時
に
申
請
書
を

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

支
給
額

　
対
象
児
童
1
人
に
つ
き
2
万
円（
1
回
限
り
）

支
給
時
期

　
２
月
27
日
振
込
予
定

※
申
請
が
必
要
な
人
は
申
請
受
付
後
、
順
次
振

り
込
み
ま
す
。

　
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
子
ど
も
未
来
課　
☎
３
４-

８
７
２
５

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

▲町ホームページ

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
親
な
ど
と
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
家
庭
に
迎

え
、
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
里
親
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
き
ま
す
。

日　
　
時　
3
月
7
日
㈯　
午
前
10
時
～

内　
　
容　

・
里
親
制
度
の
説
明

・
県
内
の
里
親
さ
ん
の
養
育
体
験
談
な
ど

対　
　
象　
里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
人

申
込
方
法　
「
福
さ
と
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
2
月
27
日
㈮

問
合
せ
先　
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
福
さ
と

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６-

５
０-

３
６
７
２

里
親
制
度
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
開
き
ま
す

　
Ｆ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
は
、
3
月
16
日
㈪
か
ら
Ａ
Ｍ

放
送
（
８
６
４
ｋ
Ｈ
ｚ
）
を
休
止
し
、
今
後

は
Ｆ
Ｍ
放
送
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
Ａ
Ｍ
で
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
い
る
人
は
、

今
後
は
下
記
の
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
周
波
数
（
９
４.

６
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
に
切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
Ｆ
Ｂ
Ｃ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｍ
放
送
の
休
止
に
と
も
な
い
、
お

持
ち
の
防
災
ラ
ジ
オ
が
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
に
対
応
し

て
い
る
か
ご
確
認
い
た
だ
き
、
災
害
時
に
備

え
、
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
対
応
の
防
災
ラ
ジ
オ
へ
の
備

え
直
し
に
つ
い
て
も
ご
検
討
く
だ
さ
い

Ｆ
Ｂ
Ｃ
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
周
波
数

（
嶺
北
）
９
４.

６
Ｍ
Ｈ
ｚ

（
嶺
南
・
嶺
北
沿
岸
部
）
９
３.

６
Ｍ
Ｈ
ｚ

問
合
せ
先　
Ｆ
Ｂ
Ｃ
福
井
放
送

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６-

５
７-

１
０
０
０

Ｆ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
は
Ａ
Ｍ
放
送
を
休
止
し
ま
す

▲ FBCホームページ

　
現
在
の
お
住
ま
い
を
将
来
「
空
き
家
」
と
し

な
い
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
「
空
き
家
対
策
」

を
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。
み
な
さ
ま

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

日　
　
時　
3
月
8
日
㈰　
午
前
10
時
〜

場　
　
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　
　
会
議
室
２・３

講　
　
師　
北
山　
大
志
郎 

氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
福
井
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

内　
　
容　
空
き
家
の
ト
ビ
ラ
を
開
こ
う
！

決
断
シ
ー
ト
で
学
ぶ
”わ
が
家
の
こ
れ
か
ら
“

参
加
費　
無
料
（
電
話
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

問
合
せ
先　
定
住
促
進
課

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
２
７

空
き
家
予
防
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す

令和7年度 丹南地域鳥獣害対策研修会

問合せ先 福井県丹南農林総合事務所　☎23-4533

日
　時

主 

な 

内 

容

場
　所

申 

込 

方 

法

講演　大澤の明日へ ～みんなで行う獣害対策～
講師　藤本 泰治 氏（滋賀県獣害対策アドバイザー）

丹南の鳥獣害対策事例報告
今年度は越前町と南越前町で、鳥獣害対策に取り
組んでいる人にご報告いただきます。

地元大澤集落でのシカ・イノシシ・サル等の対策や
人が集まる村づくりについてご講演いただきます。

３月４日（水）
午後2時～4時（1時30分開場）

あいぱーく今立
多目的ホール
（越前市粟田部町9-1-9）

QRコードまたは
電話でお申込み
ください。

申込先 丹南地域有害鳥獣対策協議会 
 (越前町役場 農林水産課内）
 ☎34-8704
申込締切 2月18日（水） 午後5時15分
 (先着150人）

参加費
無 料

国民年金保険料に関するお知らせ
　国民年金保険料（月額）は、令和7年度が17,510円、令和8年度が17,920円です。口座振替やクレジットカー
ドを利用すると、金融機関等に行く手間と時間が省けます。さらに、「早割（当月末納付）」や「前納」で納めると、
保険料が割引されおトクです。最大でも2年分（翌々年3月分まで）前納できます。

申込方法　　「口座振替納付申出書」または「クレジットカード納付申出書」に必要な事項を記入・押印し、越
前町健康保険課、お近くの年金事務所、金融機関または郵便局へご提出ください。
●前納の申込期限は、以下のとおりです。
◦「2年前納」「1年前納」「６ヶ月前納の上期（4月～ 9月分）」	 ➡　2月末日
◦「６ヶ月前納の下期（10月～ 3月分）」	 ➡　8月末日

注意事項　引き落とし日は、2年前納と1年前納が4月末日、6ヶ月前納が4月末日と10月末日です。

（参考）令和7年度　国民年金保険料　納付額早見表

種類
１ヶ月分 ６ヶ月分 １年分 ２年分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額
17,510円 − 105,060円 − 210,120円 − 425,160円 −

前　

納

現金
または

クレジット
− − 104,210円 850円 206,390円 3,730円 409,490円 15,670円

口座振替
17,510円 −

103,870円 1,190円 205,720円 4,400円 408,150円 17,010円17,450円
（早割※） 60円

※翌月末（納付期限）の口座振替を当月末の口座振替にすると、毎月の保険料が60円割引になります。

問合せ先 	 健康保険課　☎34‒8710

広報 えちぜん 8広報 えちぜん9 令和 ８ 年 ２ 月号令和 ８ 年 ２ 月号
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福井県河川・砂防総合情報（県運営）
河川水位や雨量、河川カメラなどが確認できます。

キキクル（気象庁運営）
気象情報が確認できます。

長期の出張や入院・入所などで投票所での投票ができない人が、出張先
や指定病院・老人ホームなどで投票日の前に投票ができる制度です。

出張先など越前町以外の市区町村の選挙管理委員会での不在者投票
　出張先など越前町以外の市区町村で不在者投票を行う場合は、次の方法で行います。
①「期日前投票不在者投票宣誓書兼請求書」により、越前町選挙管理委員会委員長に対して、投票用
紙などの交付を請求してください。
②請求後、投票用紙などを交付 (郵送 ) しますので、これらを出張先などの市区町村の選挙管理委員
会に持参して投票を行ってください。
※郵便でやり取りをするため、時間がかかります。早めに越前町選挙管理委員会にお問い合わせく
ださい。

不在者投票指定施設における不在者投票
　都道府県の選挙管理委員会が指定する病院や老人ホームなどの施設に入院・入所している人は、そ
の施設内で不在者投票ができます。病院や老人ホームなど施設の職員に不在者投票したい旨を申し出
てください。
郵便などによる不在者投票
　身体障害者手帳、戦傷病者手帳または介護保険の被保険者証の交付を受けている人は、障がいや要
介護の程度により自宅で郵便による投票ができます。
　手続きなどは、早めに越前町選挙管理員会にお問い合わせください。

不在者投票

郵便で各世帯にお届けします。A4用紙で一人につき1枚交付されます。
投票所にお越しの際は、それぞれ自分の入場券をお持ちください。

※投票日当日に投票ができるのは、入場券に記載された投票所のみですのでご注意ください。
※入場券をお持ちでない場合でも、越前町の選挙人名簿に登録されており選挙権がある人は、免許
証やマイナンバーカードなどで本人確認ができれば投票を行うことができます。
※A4封筒で1通につき最大4人まで同封されています。

投票所入場券

第 1 投票所 越前町役場 第13投票所 玉川地区集会施設
第 2 投票所 朝日中学校陽光館 第14投票所 越前地域福祉センター
第 3 投票所 朝日小学校 第15投票所 新保地区集会施設
第 4 投票所 朝日南保育所 第16投票所 小樟地区集会施設
第 5 投票所 旧常磐小学校 第17投票所 厨地区集会施設
第 6 投票所 朝日農村環境改善サブセンター 第18投票所 白浜地区集会施設
第 7 投票所 朝日西保育所 第19投票所 米ノ地区集会施設
第 8 投票所 奥糸生集会施設 第20投票所 織田コミュニティセンター
第 9 投票所 宮崎コミュニティセンター 第21投票所 平等集落センター
第10投票所 小曽原区民会館 第22投票所 旧山中児童館
第11投票所 宮里あずま館 第23投票所 萩野生活改善センター
第12投票所 宮崎中学校

時　間　午前7時～午後8時（第13投票所は午後7時まで）
場　所　町内23投票所（ご自身の投票所は入場券に記載されています）

投票日当日に投票
できる時間・場所

期　間	 1月28日（水）〜2月7日（土）
時　間	 午前8時30分～午後8時
場　所	 越前町役場　　　　　　　　　　宮崎コミュニティセンター
	 越前コミュニティセンター　　　織田コミュニティセンター
	 ※期日前投票は、上の4施設のどこでも投票できます。

投票日に投票所へ行けない人は、期日前投票をご利用ください。期日前投票

問合せ先 	 越前町選挙管理員会　☎３４‒８７００（総務課内）

2月8日㈰は

の投票日です

今回の選挙では
日程の都合により圧着ハガキの入場券ではなく、

A4用紙の入場券が届きます。

みんなで投票行こっさ！

投票日当日に開票を行います。開　　票

日　時	 午後９時～
場　所	 越前町朝日多目的ホール（カメリアホール）

　選挙は、私たちの意見を政治に反映させるための大切な手段であり、最も重要な
権利のひとつです。必ず投票しましょう。
　投票日に投票に行けない人は、期日前投票や不在者投票をご利用ください。

衆議院議員総選挙は、全国を小さな選挙区に分けて行う「小選挙区選挙」
と、全国をブロックに分けて行う「比例代表選挙」があります。また、
最高裁判所裁判官国民審査は、裁判官がその職務に適切な人物か、国民
が直接意思表示をする制度です。

小選挙区選挙　候補者名を書いて投票してください。
比例代表選挙　政党などの名称またはその略称を書いて投票してください。
裁判官国民審査　いなければ何も記入せずにそのまま投票してください。

投票方法

みんなで守ろう
明るい選挙

第51回衆議院議員総選挙
第27回最高裁判所裁判官国民審査

広報 えちぜん 10広報 えちぜん11 令和 ８ 年 ２ 月号令和 ８ 年 ２ 月号
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住民税（町・県民税）・所得税の申告の時期です武生税務署からのお知らせ
　令和8年1月1日現在、町内に住所のある以下の人は、令和7年1月1日から12月31日までの収入状況な
どの申告が必要です。

所得税の確定申告をしない人で前年中の所得が次に該当する人
※給与所得以外の所得の合計が20万円以下で所得税の確定申告が不要の人も含まれます。
・公的年金などの源泉徴収票に記載のない控除を追加する人（医療費控除、生命保険料控除など）
・公的年金などに係る雑所得以外の所得（シルバー人材センター配分金、個人年金）がある人
・給与所得以外の所得 ( 配当、不動産、雑所得など）の合計金額が20万円以下の人
・給与支払報告書が越前町に提出されていない人
・遺族年金や障害年金などの非課税年金のみを受給していた人や、雇用保険のみを受給していた人
・収入はないが、自分を税法上の扶養としている者が単身赴任などで町外に居住している人
・収入がなかった人（町内に住所がある親族の税法上の扶養となっている人を除く）　など
※国民健康保険加入者の保険税減額判定および各種福祉関係の申請手続に、住民税の申告が必要な場合があります。

住民税（町・県民税）の申告が必要な人住民税（町・県民税）の申告が必要な人

受付時間：午前9時～正午、午後1時～午後4時【午前は11時30分まで、午後は3時30分までに受付をお願いします】
各会場、申告開始30分前から受付番号札を配布します。

受付日時と会場受付日時と会場

※各コミュニティセンターで申告受付を行う
日は、越前町役場では申告受付を行いませ
んので、ご注意ください。

越前町では申告会場の混雑緩和のため、LINEでの「確定申告予約」を受け付けます越前町では申告会場の混雑緩和のため、LINEでの「確定申告予約」を受け付けます

住民税（町・県民税）申告、所得税の還付申告
受付日 会　　場

2月 2 日（月）

越前町役場
2月 3 日（火）
2月 4 日（水）
2月 5 日（木）
2月 6 日（金）
2月 7 日（土）
2月 8 日（日）
2月 9 日（月）

越前町役場
2月10日（火）
2月11日（水）
2月12日（木）

越前町役場
2月13日（金）
2月14日（土）
2月15日（日）

　農業所得などの収支内訳書や医療費控除の明細書など書類の代行作成はできませんので、事前にご準備ください。申告
期間中は、申告会場が大変混雑します。スムーズに申告を済ませるために、事前に必要書類の準備をし、必ず持参してく
ださい。また、自身で作成した確定申告書は、直接、武生税務署へ持参または郵送により提出してください。

書類の事前準備のお願い書類の事前準備のお願い

【申告に必要な証明書類など（各種控除の適用を受ける際に必要となるもの（一例））をご準備ください】
□マイナンバーカード※1

□給与・年金の源泉徴収票　□個人年金支払証明書
□営業・農業・不動産収入の収支内訳書※2　□収入額がわかるもの（支払通知書）
□国民年金保険料の控除証明書　□任意継続保険料の控除証明書
□生命保険料控除証明書　□地震保険料控除証明書
□本人、扶養親族の障害者手帳、障害者控除対象者認定書　□医療費控除の明細書
□寄付した団体（ふるさと納税など）の領収書・証明書　□勤労学生控除の学生証など
※1	 マイナンバーカードがない人は、通知カードまたは個人番号の記載のある住民票の写しと、免許証などの身分証明書が必要です。
※2	 所得算出の根拠となる帳簿書類（現金出納帳、売上帳、仕入帳、経費帳などの記帳が義務化されています）

■令和7年分の所得税及び復興特別所得税の申告期限は、3月16日（月）です。
■申告会場への入場には、「入場整理券」が必要となりますので、国税庁 LINE 公式アカウントからオンライン事前予

約をお願いします。
　※申告会場では当日受付も行っておりますが、「入場整理券」の枚数に限りがあります。
■駐車場には限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。
■確定申告は、マイナンバーカードを利用したスマホによる自宅からの e-Tax が便利です。

確定申告に関するお知らせ確定申告に関するお知らせ

◯ 所得税等の確定申告でお困りのときは、「国税庁ホームページ」をご覧ください。
■税務相談チャットボット（税務職員ふたば）

ご質問内容を自由に文字で入力していただくかメニュー選択していただくと AI（人工知能）を活用し自動で回答し
ます。

■タックスアンサー
国税のよくある質問に対する一般的な回答についてキーワード検索や税金の分野別などの方法で調べることができます。

■確定申告書等作成コーナー
操作方法などのお問合せの多い質問を同コーナー内の「よくある質問」に掲載しています。
なお、電話にてご相談したい場合には、お近くの税務署に電話していただき、自動音声案内に従い『０』を選択いた
だくと、「確定申告コールセンター」において、所得税及び消費税の確定申告、贈与税に関するご相談にお答えします。

・確定申告コールセンター開設期間　1月14日（水）～ 3月16日（月）
・電話相談受付時間　平日８:30 ～ 17:00（土日祝日を除く）

上記受付時間外においては、ボイスボットにより、相談内容に応じ、携帯番号宛に SMS メッセージで国税庁ホー
ムページ等をご案内します。また、国税に関する一般的なご相談を希望される方は、お近くの税務署に電話してい
ただき、自動音声案内に従い『１』を選択いただくと、「電話相談センター」において国税局の職員がお答えします。

・電話相談受付時間　平日 ８:30 ～ 17:00

申告書の作成などに当たってご不明な点に関するお問合せ申告書の作成などに当たってご不明な点に関するお問合せ

確定申告を提出した場合は、「ワンストップ特例制度」の適用除外となります。
確定申告を提出する場合には、ふるさと納税を寄付金控除の計算に含める必要がありますので、ご注意ください。

ふるさと納税制度についてふるさと納税制度について

国税庁 LINE公式アカウント　
事前予約はこちらから▶

スマホを利用した e-Tax での　
申告はこちらから▶

■LINE予約方法
　越前町公式 LINE アカウントを友だ
ち登録し、「確定申告予約」とメッセー
ジを送信します。その後、選択肢を選
び必要事項を入力すれば完了です。な
お、「確定申告」とメッセージを送信し
ても該当ページが表示されませんので
ご注意ください。LINE 予約すれば、長
時間お待ちいただくことはありません
ので、是非ご利用ください。

※LINE予約は、令和8年2月2日（月）正午から開始しま
す。予約可能日は2月16日（月）から3月16日（月）まで
の平日で、各コミュニティセンターでの申告受付日以
外の日です。会場は越前町役場税務課になります。

※新規予約・変更・キャンセルは、予約の2日前（土曜日、
日曜日、祝日を除く）までにLINEにて
行ってください。（キャンセルのみ、前
日と当日に電話で受け付けます。）なお、
従来どおりLINE予約しなくても、申告
相談は可能ですが、長時間お待ちいた
だく場合があります。 ▲町公式 LINE

お友だち登録
はこちら

住民税（町・県民税）申告、所得税の還付申告・確定申告
受付日 会　　場

2月16日（月）

越前町役場
2月17日（火）
2月18日（水）
2月19日（木）
2月20日（金）
2月21日（土）
2月22日（日）
2月23日（月）
2月24日（火） 越前町役場
2月25日（水）宮崎コミュニティセンター
2月26日（木）

越前町役場
2月27日（金）
2月28日（土）

受付日 会　　場
3月 1 日（日）
3月 2 日（月）

越前町役場
3月 3 日（火）
3月 4 日（水）織田コミュニティセンター
3月 5 日（木）

越前町役場
3月 6 日（金）
3月 7 日（土）
3月 8 日（日）
3月 9 日（月）

越前町役場
3月10日（火）
3月11日（水）越前コミュニティセンター
3月12日（木）

越前町役場
3月13日（金）
3月14日（土）
3月15日（日）
3月16日（月） 越前町役場

以下の人は、武生税務署で確定申告をお願いします。以下の人は、武生税務署で確定申告をお願いします。
・自営業などの営業・農業所得の確定申告や青色申告をする人　　・初めて住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）を受ける人
・譲渡所得（土地・株式）や山林所得など分離所得が含まれる申告をする人
・亡くなった人の準確定申告　　・令和6年分以前の確定申告　　・消費税、贈与税、相続税の申告が必要な人

越前町お知らせメール（町運営）
町の防災情報や緊急情報などをメールで配信しています。広報 えちぜん13 令和 ８ 年 ２ 月号

町からのお知らせ

広報 えちぜん 12令和 ８ 年 ２ 月号

えちぜん



杭折られ野菜虚しい猪の痕	 嵐　喜美枝
便利だね百均でみなそろう部屋	 笹下　利行川 柳   電話でも内容を確認できます  ☎34-1444　☎34-1445　☎34-0866
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第
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▲昨年度の模様（えちぜん弦楽アンサンブル）▲昨年度の模様（ニュウウクレレ）

令和7年度  入札結果一覧  12月10日～1月13日

入札日 工　　　事　　　等　　　名 地係 請負金額（円） 請負業者名 主管課

12月11日 令和7年度　B&G地域海洋センター体育館 LED照明更新工事 朝日 7,370,000 越前電気㈱ スポーツ振興課

12月11日 令和7年度　町道宝泉寺グラウンド線道路改良工事（その2） 天王 3,740,000 ㈱森下組 都市整備課

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

令和8年越前消防団出初式を執り行いました

令和7年　越前町内 火災・救急・救助出動件数
（件）

令和 7 年 令和 6 年 増　　減

火　　災 15 6 +9

救　　急 957 905 +52

救　　助 22 15 +7

　1月11日（日）、災害のない越前町を祈念し、山
口典朗団長以下越前消防団員129名、消防団車両
10台が越前町役場に集結し、越前消防団出初式を
執り行いました。
　越前町生涯学習センターカメリアホールで式典
が行われ、功績のあった消防団員の表彰を行いま
した。また、越前町役場駐車場では本年の町内の
無火災無災害を祈念した一斉放水を行い、一斉放
水終了後には、来場者にふるまい餅を配布し「火
の用心」を呼びかけました。

一斉放水の様子一斉放水の様子式典の様子式典の様子

ふるまい餅配布の様子ふるまい餅配布の様子

問合せ先  鯖江・丹生消防組合消防署
　　　　  丹 生 分 署　☎36‒0119
　　　　  朝日分遣所　☎34‒0119
　　　　  越前分遣所　☎37‒0119
　　　　  http：//www.fd-sabaenyu.jp/

鯖江・丹生消防組合公式 SNS
越前消防団
団員募集中
消防団に入って、

越前町を守ってみませんか？
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内
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非
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♪
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広報 えちぜん15 令和 ８ 年 ２ 月号 広報 えちぜん 14令和 ８ 年 ２ 月号

えちぜんみんな集まれ



百均で爆買いストレスを晴らす	 渡辺　照子
しっとりと包む母の手暖かい	 松村　典子川 柳

陶芸村だより 2026年

2月

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝  9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

柳瀬陶房 夕陶房

わたわたししののいちおいちおしし展展 生涯学習
センター
だより

こちらからもお申込みできます▶

健康講座
～運動不足を手軽に解消～

ベジチェンのすみさんから教わる
粉を使わない不思議な豆餅づくり

筆ペン美文字講座

　運動不足やダイエットで悩んでいる人におすすめです。自宅で簡単にできるいろいろなエクササイズを楽しく学ん
で、健康な体をつくりませんか？

　地元のもち米と豆だけで仕上げる、不思議な豆餅を作ってみませんか？「えっ！？」と驚くこと間違いなしです！
食べたら納得、やさしい味わいをぜひ！！ すみさん特製の “やみつき大豆 ”も作ります！ご家族やご友人と一緒に、
ぜひご参加ください。お持ち帰り分も作れますよ〜♪

　筆ペンで美しい文字を書いてみませんか？日常に役立つ氏名や金封の表書きを中心に、美文字のコツを教えてもら
います。クセ字を改善したい人にもおすすめです。

日　時 	 3月5日（木）　午後7時～ 8時
場　所 	 織田コミュニティセンター  2階  大会議室
講　師 	 漆崎　由美 氏
	 （NPO法人生涯体育学習振興機構インストラクター）
定　員 	 10人　　 受講料 　無料
持ち物 	 内ズック、タオル、飲み物、
	 ストレッチマット（ある人、ヨガマット可）
申込先 	 生涯学習センター織田分館　☎36-7712
締　切 	 3月3日（火）

日　時 	 3月7日（土）　午前10時～正午
場　所 	 越前町生涯学習センター　2階　調理室
講　師 	 渋谷　澄枝 氏（ベジチェン）
定　員 	 16人（小学生以下のお子様は、保護者同伴でお願いします）
	 ※先着順とさせていただきます。
受講料 	 800円（材料代として）
持ち物 	 エプロン、三角巾、マスク、手拭きタオル
申込先 	 越前町生涯学習センター　☎34-2000
締　切 	 2月28日（土）

日　時 	 2月18日（水）・25日（水）　午後7時30分～ 9時
場　所 	 越前町生涯学習センター　2階　会議室1
講　師 	 黒田　守 氏
定　員 	 10人
受講料 	 無料
持ち物 	 筆ペン
申込先 	 越前町生涯学習センター　☎34-2000
締　切 	 2月12日（木）　
その他 	 練習時に半紙を使いたい人はお持ちください。 ▲昨年度実施時の様子

▲昨年度実施時の様子

「粉を使わない不思議な豆餅づくり」
はこちらの QR コードからお申込み
ください▼

地場産
100％!!

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

期　間	 1 月31日（土）～3 月3日（火）
時　間	 午前 9 時～午後 5 時 （最終入館 午後 4 時30分）
場　所	 越前古窯博物館　旧水野家住宅
料　金	 観覧無料

古き良き ひな人形展
猫の灯りとりを作ろう！
２２２の日限定！
にゃんにゃんにゃん

女の子の健やかな成長と健康を願って飾るひな人形。古民家に
段飾りや御殿飾りのひな人形など約500体を展示します。

期　日	 2月22日（日）
時　間	 午前9時30分〜 / 午後1時30分〜
所要時間	 各回約60分
場　所	 福井県陶芸館　陶芸教室
料　金	 2,220円
定　員	 各回22人　事前申込優先
※お渡し日は約40日後、発送の場合は別途料金要

2月22日はにゃんにゃんにゃんの日★猫型の土台に自由に穴を開け、自分
だけのにゃんこ灯りとりを作ります。カラフルな泥で模様も付けられるので、

「うちの子模様」も作れちゃう！お子様から大人まで、みんなで作ろう、にゃ
んこ灯りとりっ★

期　間　1月16日（金）～4月12日（日）　　料　金　観覧無料

定期的に小さな個展を開いています。自分だけのお気に入りを探してみてください。
今回は柳瀬陶房（柳瀬和之）　夕陶房（もうりゆかり。）です。

越前焼の館　イベント情報 問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

福井県陶芸館・古窯博物館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

響きあう酒器展
越前×備前

第
16
回

越前焼の現代作家が丹精を込めて
作り上げたこだわりの逸品「酒器」。
日々の暮らしの中で、『和』の響き
と共にくつろぎ溢れる時に寄り添
う器の展示販売です。16回目とな
る今年は、同じ六古窯のひとつ「備
前焼」と共に薪窯から作り出され
る神秘的な焼締め作品を中心に酒
器選びを楽しんでいただける空間
でお待ちしております。

期　間	 3月29日（日）まで
料　金	 入館無料

町内年長園児が越前焼の茶碗に、思い思いの絵付けを施した「こ
どもまいちゃわん」の展示。家族の顔や、お友達、好きなキャラ
クターなど、卒園前の保育所で楽しい思い出作りができました。
ひとりひとりの思いの詰まった「おちゃわん」をご覧ください。

期　間	 2月7日（土）～2月23日（月・祝）
料　金	 入館無料

こどもまいちゃわん2026

広報 えちぜん 16広報 えちぜん17 令和 ８ 年 ２ 月号令和 ８ 年 ２ 月号
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百均とは思わぬ程の品ぞろい	 武藤　久子
歳重ねしっとり感は無くなって	 山内　千代川 柳しっとりと心潤う柚子の風呂	 山谷　ゆり

百均のアイテム光る台所	 司辻　文子川 柳

こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

第119回

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

♠休日当番医（午前9時〜午後5時）
2 月 1 日㈰ 両林医院 ☎37-0005

2 月 8 日㈰
織田病院 ☎36-1000

2 月11日（水祝）

2 月15日㈰ 伊部病院 ☎34-0220

2 月22日㈰
織田病院 ☎36-1000

2 月23日（月祝）

※事前に医療機関へ電話連絡のうえ、受診してください。

♠心をいやす相談会（予約制） 
2 月16日㈪ 午前 9 時30分～正午 越前町役場

※電話相談になる場合があります。

♥3歳児健診
2 月25日㈬ 午後 1 時15分～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥育児教室（予約制）
2 月17日㈫ 午前９時30分～正午 織田コミュニティセンター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥こども家庭センター	 ☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♦子育てサロン
毎週水曜日 午前 9 時30分～ 11時30分 越前町社会福祉センター

♦介護者のための『ほっとかふぇ』クッキング（要予約）
2 月25日㈬ 午後 1 時～ 3 時 宮崎コミュニティセンター

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水曜日 子育てサロンの後 午後2時まで 越前町社会福祉センター

第1～4土曜日・祝日 午前 9 時30分～午後 2 時 越前町社会福祉センター

　無理なく継続できる運動をみつけられるように「えちぜん健康チャレンジ講座」を開きます！寒いこの時期
は、からだを動かすことが少なくなります。からだを動かすことで血の巡りが良くなり柔軟性や免疫アップに
もつながります。

バランスの取れた学校給食を食べることで食について考えるイベントです。この機会にぜひご参加ください。

「えちぜん健康チャレンジ講座」を開きます！

学校給食試食会の参加者募集

　赤ちゃんは、生まれてすぐに母乳やミルクを飲み始めます。母乳やミルクを与える時間はとても大
切です。ゆったりとした温かい雰囲気でやさしい言葉をかけると、栄養と愛情をもらった赤ちゃんは 
相手との信頼関係を築き、こころも成長していきます。
　赤ちゃんの「おいしい」という感覚には、甘味や塩味などの生まれながらに感じるものと、苦味や酸
味などの成長しながら感じられるものがあります。赤ちゃんのときからいろいろな味の経験を重ね
ていくことが大切です。赤ちゃんは生後5、6ヶ月を迎えると、母乳やミルクではビタミン、カルシウ
ム、鉄分などの栄養素が足りなくなります。いろいろな食品を食べて栄養を補い、食べる力をつける
ために離乳食を始めます。個人差はありますが、最初は食べてくれなくても経験をすることで食べら
れるようになっていきます。食習慣の基礎となるこの時期、家族で規則正しい生活を心掛けましょう。

問合せ先　こども家庭センター　☎34–8821

こころとからだのカレンダー

赤ちゃんのときから赤ちゃんのときから
楽しい食事を楽しい食事を

こども家庭センターこども家庭センター
だよりだより

日 時	 2月26日（木）　午後2時～ 3時
場 所	 織田コミュニティセンター　大会議室
講 師	 NPO法人  生涯体育学習振興機構  健康運動指導士
申 込 先	 QRコードまたは電話でお申込みください。
	 ※体組成計による筋肉量・脂肪量の測定、食生活相談なども行っています。（午後1時30分～2時）

日 時	 2月5日（木）午前11時30分（受付）
場 所	 学校給食センター（江波63-73）※駐車場は宮崎コミュニティセンターをご利用ください。
対象者・定員	 町民　20人（事前申込制）　　参 加 費　 無料
献 立	 ごはん　江戸っ子煮　ごまあえ　みかん　だしじゃこ　牛乳
申込方法	 QRコードまたは電話でお申込みください。
申込期限	 2月4日（水）まで
※食物アレルギーの対応はできませんのでご了承ください。

▲申込み QRコード

▲申込み QRコード

　町では、育児教室で離乳食のお話や相
談、試食を行っています。対象となる人
に案内を送付しますので、ぜひご参加く
ださい。また、電話相談は随時受付けて
おりますのでお気軽にご利用ください。

図書館だより

町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

問合せ先

　一般書は、映画化された作品や文学賞の受賞作など話題性の多い本がよく読まれました。児童書は、読書感想文コンクールの課
題図書が一番多く読まれました。人気が高かったのは「最強王図鑑」で、小学生がシリーズをまとめて借りていました。冬は家の
中で過ごすことが多くなります。読書を楽しむのはいかがでしょうか。

「蔵書点検」を行うため、下記のとおり休館します。利用者のみなさんにはご不便をかけますが、ご理解とご協力をお願いします。

児
童
書

１．ライオンのくにのネズミ
　　………………………… さかとくみ雪　中央公論新社
２．異種最強王図鑑…………  建部伸明／監修　Gakken
３．妖怪最強王図鑑……… 多田克己／監修　学研プラス
４．幻獣＆妖怪タッグ最強王図鑑
　　……………………………  木下昌美／監修　Gakken
５．大ピンチずかん……………… 鈴木のりたけ　小学館

一
般
書

１．国宝（上・下）… …………… 吉田修一　朝日新聞出版
２．春立つ風（「弥勒」シリーズ13）
　　………………………………… あさのあつこ　光文社
３．ブラック・ショーマンと名もなき町の殺人
　　……………………………………… 東野圭吾　光文社
４．温泉小説……………………… 朝比奈あすか　光文社
５．カフネ……………………………… 阿部暁子　講談社

町立図書館でよく読まれた本

蔵書点検等に伴う臨時休館のお知らせ

※本の返却は、返却用ポストまたは開館している図書館のカウンターにお願いします。

町立図書館：2 月17日（火）~20日（金）　　　　　越 前 分 館：3 月 3 日（火）~6 日（金）
宮 崎 分 館：3 月10日（火）~13日（金）

昨年4月から
12月の

間によく読
まれた本を

紹介します！
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えちぜん健康な暮らしのために



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 今ここで杭を打たねば悔い残る	 原　　榮子川 柳

こしの都TV９チャン（デジタル091ch）

2月の越前町関連の番組放送予定

こしの都ネットワークガイド 知ってる人が
出演してるかも? こしの都ネットワーク

キャラクター
けーぶるん

■	キラリと光る一番星　GOODスポーツTV
2025年に活躍したアスリート
昨年の１２月の全国高校選抜大会で55年ぶりに男
女アベック優勝を果たした丹生高校ホッケー部を
紹介します。

（2月28日～3月6日①8:30～ ②13:30～）

■	あくてぃぶ！　きらめく仲間たち
公民館講座などを楽しむみなさんを紹介
手芸サークル　紅花（2月14日～）

■	Jr. ＋（ジュニアプラス）
旧常磐小学校で開催！
朝日常磐万博（2月14日～）

■	越前町いきいき情報局
生活のオトク情報を放送中！
①7:55～　②12:55～　③19:55～　④23:55～

「令和７年度分の住民税と所得税の確定申告について」
（１月31日～）
「交通災害共済のご案内」（２月28日～）

学
Ｈ 

　
こ
ん
に
ち
は
。前
回
ま
で
は
窯
跡
ご
と
に
紹
介

し
て
い
ま
し
た
が
、今
回
か
ら
は
須
恵
器
生
産
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

　

Ｅ
子
さ
ん
に
質
問
で
す
。
日
本
で
須
恵
器
が

い
つ
頃
か
ら
生
産
開
始
さ
れ
た
か
ご
存
じ
で
す

か
？

Ｅ
子 

　

確
か
須
恵
器
は
古
墳
時
代
に
日
本
に
や
っ
て

き
た
焼
き
物
だ
っ
た
よ
う
な
…
。い
つ
頃
か
ら
生

産
が
開
始
し
た
の
で
す
か
？

学
Ｈ 

　
須
恵
器
は
古
墳
時
代
中
頃（
五
世
紀
初
頭
）
に

朝
鮮
半
島
か
ら
伝
わ
り
ま
し
た
。日
本
で
は
古
墳

時
代
初
め
頃
ま
で
、野
焼
き
や
藁
や
泥
で
覆
っ
て

か
ら
焼
く『
覆
い
焼
き
』
と
い
う
や
り
方
で
縄
文

土
器
や
弥
生
土
器
・
土は

じ

き
師
器
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
古
墳
時
代
中
頃
に
朝
鮮
半
島
か
ら「
ロ
ク

ロ
」と「
窯
」と
と
も
に
須
恵
器
作
り
の
技
術
が
伝

わ
り
ま
し
た
。

	

　

福
井
県
内
で
は
五
世
紀
中
頃
か
ら
須
恵
器
が

登
場
し
ま
す
が
、こ
れ
ら
は
大
阪
府
泉せ

ん

北ぼ
く

丘き
ゅ
う

陵り
ょ
うの

陶す
え
む
ら邑
産
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

　

な
ら
福
井
県
で
の
須
恵
器
生
産
は
い
つ
頃
始

ま
っ
た
の
で
す
か
？

学
Ｈ 

　
福
井
県
内
で
の
須
恵
器
の
生
産
は
、約
一
世
紀

遅
れ
て
六
世
紀
初
め
頃
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。嶺

南
で
は
興こ

う

道ど
う

寺じ

窯か
ま

跡あ
と（
美
浜
町
）、嶺
北
で
は
鎌
谷

窯
跡（
あ
わ
ら
市
）
が
六
世
紀
頃
に
須
恵
器
の
生

産
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。い
ず
れ
も
各
種
土
器
の

他
に
埴
輪
も
焼
成
し
て
い
ま
し
た
。近
接
地
に
同

時
代
の
古
墳
群
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
製
品
が
副

葬
品
と
し
て
入
っ
て
い
ま
す
。前
者
は
興
道
寺
古

墳
群
、
後
者
は
横
山
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、窯
は
埴
輪
を
も
つ
古
墳
の
被
葬

者（
地
域
首
長
）に
よ
っ
て
、主
に
死
者
と
一
緒
に

葬
る
副
葬
品
や
食
器
を
作
る
た
め
に
営
ま
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
五
世
紀
中
頃
の
古
墳

で
あ
る
泰た

い

遠お
ん

寺じ

山や
ま

古こ

墳ふ
ん（
永
平
寺
町
）
や
向

む
か
い

山や
ま

一い
ち

号ご
う

墳ふ
ん（
若
狭
町
）
が
窖
窯
焼
成
の
須
恵
質
の
埴
輪

を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、須
恵
器
の
生
産
は
さ

ら
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

	

　
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
前
半
は
、興
道
寺
窯

跡（
美
浜
町
、近
接
す
る
古
墳
は
興
道
寺
古
墳
群
）、

広ひ
ろ

瀬せ

林り
ん

正し
ょ
う

寺じ

窯か
ま

跡あ
と（
越
前
市
、
茶
臼
山
古
墳
群
）、

弁べ
ん

財ざ
い

天て
ん

谷だ
に

窯よ
う

跡あ
と（
永
平
寺
町
、春
日
山
古
墳
）、瓦

谷
窯
跡
・
鎌
谷
窯
跡（
あ
わ
ら
市
、横
山
古
墳
群
）

等
の
窯
が
操
業
し
て
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、須
恵
器
窯
が
各
地
域
の
首
長
層
に
受
け
入

れ
ら
れ
、一
層
広
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

Ｅ
子 

　

須
恵
器
生
産
は
そ
の
よ
う
に
広
ま
っ
た
の
で

す
ね
。

学
Ｈ 

　
今
回
は
こ
こ
ま
で
で
す
。

Ｅ
子 

　
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】

菱
田
哲
郎『
歴
史
発
見
⑩　
須
恵
器
の
系
譜
』
株
式
会
社

講
談
社　
一
九
九
六

福
井
県『
福
井
県
史
通
史
編
一（
原
始
・
古
代
）』

一
九
九
三

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
144

― 

古
代
越
前
の
須
恵
器
生
産
に
つ
い
て
① 

―

学芸員 H

E 子

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　こしの都ネットワーク㈱
　　　　　企画制作チーム　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

今
月
号
は
、
1
月
11
日
に
越
前
陶
芸
村
文
化

交
流
会
館
で
行
わ
れ
た
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」

を
表
紙
、
特
集
、
裏
特
集
の
豪
華
3
本
立
て
で

華
や
か
に
掲
載
し
ま
し
た
。
表
紙
は
、
式
典
で

真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
る
様
子
。
特
集
で
は
、

地
区
ご
と
の
集
合
写
真
や
式
典
の
様
子
を
取
り

上
げ
、
裏
特
集
で
は
、「
は
た
ち
の
笑
顔
」
と
題

し
て
式
典
前
後
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
の
写
真
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
し
の

都
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
放
送
し
て
い
る
越
前
町
い

き
い
き
情
報
局
で
は
、
式
典
や
二
十
歳
の
み
な

さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
を
収
録
し
ま

し
た
。
町
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
見
逃
し
配

信
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

表
紙
の
写
真

（
敬
称
略
、
1
月
15
日
現
在
）

（
1
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

西
田
中	

上
野
み
よ
子
さ
ん
（
97
歳
）

上
川
去	

高
山　
　

登
さ
ん
（
88
歳
）

上
川
去	

橋
本　

一
男
さ
ん
（
67
歳
）

宝
泉
寺	

城
戸　

和
子
さ
ん
（
98
歳
）

小　

川	

前
田
つ
よ
乃
さ
ん
（
97
歳
）

江　

波	

坂
腰　

昭
子
さ
ん
（
97
歳
）

樫　

津	

武
田　
　

学
さ
ん
（
61
歳
）

蟬　

口	

木
村
ト
キ
子
さ
ん
（
95
歳
）

新　

保	

甲　
　

邦
夫
さ
ん
（
93
歳
）

小　

樟	

川
上　

静
江
さ
ん
（
91
歳
）

小　

樟	

増
田　

為
一
さ
ん
（
91
歳
）

大　

樟	

小
平　
　

進
さ
ん
（
75
歳
）

市　

場	

髙
原　

和
子
さ
ん
（
91
歳
）

平　

等	

古
川
ヱ
キ
ヲ
さ
ん
（
94
歳
）

大
王
丸	

毛
利
小
夜
子
さ
ん
（
98
歳
）

三　

崎	

佐
々
木
照
美
さ
ん
（
75
歳
）

西
ケ
丘	

佐
飛
ツ
ナ
子
さ
ん
（
96
歳
）

1
月
25
日
に
県
知
事
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
引

き
続
き
2
月
8
日
に
は
衆
議
院
議
員
選
挙
が
控

え
て
い
ま
す
。

私
は
広
報
業
務
と
選
挙
業
務
を
兼
務
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
締
切
に
追
わ
れ
意
識
が
ど
こ

か
へ
飛
ん
で
い
き
そ
う
に
な
り
な
が
ら
こ
の
編

集
後
記
を
書
い
て
い
ま
す（
笑
）。

雪
が
多
い
こ
の
時
期
に
投
票
所
へ
行
く
こ

と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
投

票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
期
日
前
投
票
は
、

入
場
券
な
く
て
も
越
前
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
権
が
あ
る
人
は
本
人
確

認
が
で
き
れ
ば
投
票
で
き
る
の
で
、
当
日
投
票

に
行
け
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

西
田
中	

倉く
ら
さ
き﨑　
　

紬
つ
む
ぎ（

菖
、
女
）

朝　

日	

井い
の
う
え上　

鈴り

り梨
（
奈
々
、
女
）

上
川
去	

高た
か
や
ま山　

蓮れ

い唯
（
博
貴
、
男
）

気
比
庄	

小こ
じ
ま嶋　

琉る

か叶
（
美
月
、
女
）

気
比
庄	

松ま
つ
た田　

咲さ
き
と翔

（
智
之
、
男
）

気
比
庄	

松ま
つ
た田　

陽ひ
づ
き月

（
智
之
、
男
）

梅　

浦	

藤ふ
じ
や
ま山　

明あ

す

ま
朱
真
（
由
佳
、
男
）

人口と世帯
（1月1日現在）
※住民基本台帳より

人　口	 19,446 人

　男	 9,488 人
　女	 9,958 人
世帯数	 7,269 戸

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

（前月から19人の減）

なかよしひろば（施設開放）
施設名 実施日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 ★ 2月12日（木） 34-5602

朝 日 南 保 育 所 ★ 2月10日（火） 34-1614

あ さ ひ 保 育 所 2月12日（木） 34-0081

認 定 こ ど も 園
あ さ が お 保 育 園 2月12日（木） 34-1110

宮崎中央保育所 ★ 2月13日（金） 32-2067

陶 の 谷 保 育 園 ★ 平日午前中随時開放 32-3014

認 定 こ ど も 園 ★
西 徳 寺 保 育 園 　 2月12日（木）・24日（火） 37-1354

四ヶ浦こども園 ★ 平日随時開放 37-0305

織 田 こ ど も 園 ★ 平日午前中随時開放 36-0160

はぎのこども園 ★ 平日午前中随時開放 36-0396

認 定 こ ど も 園
た い ら 保 育 園 ★ 平日午前中随時開放 36-0251

※★の施設を利用される場合は、お電話で事前にご連絡ください。
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は
た
ち
の
み
な
さ
ん
が

生
ま
れ
た
２
０
０
５
年

度
出
来
事

◦
日
本
初
の
浮
上
式
リ
ニ
ア
モ
ー

タ
ー
カ
ー
「
リ
ニ
モ
」
開
業

◦
「
ド
ラ
え
も
ん
」
の
声
優
が

一
新
し
た

◦
日
本
プ
ロ
野
球
セ
・
パ
交
流
戦
開
幕

◦
知
床
半
島
の
世
界
自
然
遺
産

登
録
開
始

◦
日
本
国
際
博
覧
会
（
愛
知
万

博
）「
愛
・
地
球
博
」
開
幕

◦
長
嶋
茂
雄
氏
が
文
化
功
労
章

を
受
章

◦
紀
宮
清
子
内
親
王
が
結
婚
さ

れ
民
間
人
と
な
る

◦
歌
舞
伎
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
登
録
決
定

◦
個
人
情
報
保
護
法
全
面
施
行

◦
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
か
ら
60
年

◦
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
か
ら
10
年

　

１
月
11
日
、
文
化
交
流
会
館
で

開
か
れ
た
越
前
町
は
た
ち
の
つ
ど
い

で
は
、
艶
や
か
な
振
袖
や
羽
織
袴
、

真
新
し
い
ス
ー
ツ
な
ど
に
身
を
包
ん

だ
若
者
た
ち
１
５
２
人
（
対
象
者

は
１
９
５
人
）
が
晴
れ
や
か
な
表

情
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
青
春
を
と
も
に
し
た
友
人
と
の
再

会
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
思
い
出
話
が

尽
き
な
い
様
子
で
、
式
典
終
了
後

も
思
い
思
い
に
記
念
撮
影
な
ど
を
し

て
、
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
こ
し
の
都
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
あ
り
、

将
来
の
目
標
や
叶
え
た
い
夢
、
こ
れ

ま
で
支
え
て
く
れ
た
人
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
決
意
を
胸
に
、
目
標

に
向
か
っ
て
歩
み
始
め
た
は
た
ち
の

み
な
さ
ん
に
は
、
希
望
に
あ
ふ
れ
る

未
来
が
待
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

２
０
０
０

はたち の 笑顔

はたちの笑顔

～ 令和 8 年越前町はたちのつどい ～

特  集
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発
行

/
越

前
町

役
場

　
  編

集
/

総
務

課
〒

916
‒0192　

福
井

県
丹

生
郡

越
前

町
西

田
中

13
−

5
−

1
TEL 0778

‒34
‒1234㈹

　
FA

X
 0778

‒34
‒1236

No.253
令

和
8

年
2

月
1

日
発

行

ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録
商標です

町ホームページ
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一般社団法人 越前町観光連盟 通信
DMO ECHIZEN REPORT 2026-02

地域DMOとして活動中の『一般社団法人越前町観光連盟』を紹介します！

必須KPIの達成状況 ※KPI…組織の目標を達成するための重要な業績評価の指標を意味し、達成状況を定点観測することで、
　　　　目標達成に向けた組織のパフォーマンスの動向を把握できるようになります。

一般社団法人 越前町観光連盟（DMO ECHIZEN）　えちぜん観光ナビ ： https://www.town-echizen.jp
TEL：37–1234　Mail：contact@town-echizen.jp　〒916–0422 越前町厨71–335–1

延べ宿泊者数　（人）

目標 実績

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

112,000
53,806

113,000
42,010

60,000
56,226

72,000
58,123

93,600 63,614

113,000

102,960 60,265

0

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000

1,680
42

1,920

100
172

500
510

1,250
1,416

1,500

1,8001,133

0

目標 実績

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026
0

1,000

2,000

3,000

延べ宿泊者数〈外国人〉　（人）

目標 実績

80

2026

80 86.7

2023

80 85

2024

80
88.9

2025
0

20

40

60

80

100

リピーター率　（％）

旅行消費額　（百万円）
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越前町観光連盟では、地域のみなさんのお声をいただきな
がらよりよい地域づくりを進めていくためにアンケート調
査を実施しています。ぜひみなさんのお声を教えてください。

みなさんのお声を
お寄せください！

回答は
こちらから

　旅行消費額と宿泊者数は、コロナの落ち込みから回
復傾向が続いてはいるものの、回復度は鈍化してお
り、コロナ前2019年と比較すると、同水準への回復
にはいたっていません。
　宿泊者数が前年に対して減少となっている要因は
主に2024年春の北陸応援割の反動と考えられ、2023
年と比較すると増加傾向となっている。一方で人手不
足による稼働率の低下や収容人数の減少、宿泊施設の

数の減少などがあり、集客力と収益性の確保の向上
が長期的な対策として求められます。
　外国人宿泊者数に対しては、多言語対応などの受け
入れ環境の向上と併せて、海外向け旅行商品の販売
やPRを強化していく必要があると考えられます。満
足度低下の主な要因はアクセス面に関する不満が多
いため、公共ライドシェアの運用やレンタカー利用の
促進などを進め、不満解消につなげていきます。

28.2
21.2

11.6
8.6

6.2

5.5
4.8
4.4

3.9
3.4
2.3

美味しいものを食べる
温泉や露天風呂

ドライブ
名所・旧跡史跡など

買い物
宿でのんびり

お祭りやイベント
花見や紅葉などの自然
博物館など
まちあるき
アウトドア

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

21.7
16.1

13.8
13.5

10.3
6.7
5.9

2.9
2.9
2.6
2.6

0.6
0.3

温泉
海鮮グルメ
越前がに

越前おろしそば
海岸線の景観

越前焼
劔神社
越前水仙
里山の景観

桜などの季節の花
夕日
釣り

ダイビング

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

旅行の目的　（％） 訪れた決め手　（％）

24


